
議会だより 198号9

市政 Ｑ＆Ａ 代表質問

◆
今
は
首
長
を
見
比
べ
る
時
代

会
派
自
民
の
質
問
で
４
期
に
向
け
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。
我
々
議
会
は
こ
の
12

年
間
の
検
証
が
必
要
。
市
民
も
リ
ー
ダ
ー
が
何
を
言
い
、

実
行
し
た
か
見
抜
く
べ
き
で
あ
る
。

励
ま
し
を
頂
い
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
12

年
間
の
評
価
検
証
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。
ほ
ぼ

満
点
の
評
価
を
い
た
だ
け
る
と
自
負
し
て
い
る
。

◆
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

各
自
治
体
で
は
第
３
波
流
行
に
備
え
、
市
独
自
対

策
を
し
て
い
る
。
白
山
市
で
は
１
万
６
、
５
５
０
人

の
中
学
生
以
下
の
子
供
に
対
し
５
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

配
布
等
。
加
賀
市
で
は
高
齢
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
全

額
補
助
等
。
本
市
の
対
策
は
。

市
独
自
の
施
策
は
、
今
回
分
を
含
め
、
20
億
４
千

２
百
万
円
。
他
の
自
治
体
に
比
べ
数
段
金
額
が
多

く
、
独
自
の
も
の
も
実
施
し
た
。

◆
来
年
度
の
市
税
収
入
見
込
み
は

令
和
２
年
度
の
市
税
収
入
は
。
令
和
元
年
か
ら
こ

の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
税
収
は
ど
の
ぐ
ら

い
落
ち
込
み
、
令
和
３
年
度
は
ど
の
く
ら
い
の
市
税
収

入
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

令
和
２
年
度
は
昨
年
度
決
算
に
比
べ
、
９
億
４
千

万
円
減
額
と
な
る
。
法
人
市
民
税
に
最
も
影
響

が
あ
る
。
令
和
３
年
度
は
、
国
の
地
方
交
付
税
の
増
額
や
、

補
塡
の
特
別
交
付
金
も
あ
り
、
今
年
度
よ
り
３
億
円
の

歳
入
減
に
な
り
、
必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ
る
見
込
み
。

２
０
２
１
年
度
予
算
編
成
方
針
は
。

経
済
の
活
性
化
と
負
債
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が

ら
、
国
の
方
針
を
見
据
え
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
バ

ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
方
式
で
将
来
像
を
見
定
め
て
い
く
。
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
耐
震
化
、
基
幹
設
備
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
等
行
っ
て
い
く
。

市
民
は
悩
み
な
が
ら
商
売
や
事
業
を
進
め
て
い

る
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
政
治
家
が
希
望
を
示

す
こ
と
が
大
事
。
森
喜
朗
元
総
理
や
当
時
の
市
長
や
議

会
は
20

年
30

年
前
か
ら
北
陸
新
幹
線
小
松
開
業
に
向
け

未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
空
港
小
松
駅
を
中
心
に
駅
高

架
化
都
市
計
画
道
路
等
、
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
小
松
駅
周
辺
の
再
開
発
を
進
め
て
は
。
ま
た
こ

の
12

年
間
大
型
企
業
の
誘
致
が
１
社
も
な
い
。
小
松
市

の
税
収
入
雇
用
確
保
を
考
え
れ
ば
企
業
誘
致
は
欠
か
せ

な
い
。

駅
西
・
駅
東
・
駅
南
エ
リ
ア
の
整
備
、
在
来
線
・

新
幹
線
の
高
架
下
の
活
用
等
が
小
松
駅
の
中
核

の
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
く
る
。
空
港
周
辺
の
臨
空
ゾ
ー
ン

等
、
全
て
の
地
域
が
潤
い
を
持
っ
て
い
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

◆
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
や
環
境
汚
染
対
策
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
。
早
急
に
対
応
を
。

下
水
道
事
業
は
、
平
成
21
・
28

年
度
に
汚
水
処

理
整
備
の
効
率
的
見
直
し
を
行
っ
た
。
今
後
と

も
、
公
共
下
水
道
事
業
の
普
及
率
だ
け
で
な
く
、
汚
水

処
理
人
口
普
及
率
を
考
慮
し
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
、
安
心
、
安
全
な
住
環
境
を
目
指
し
、
経
営
し
て
い
く
。

◆
部
活
動
の
地
域
委
託
に
つ
い
て

文
科
省
は
公
立
中
高
の
休
日
部
活
動
の
地
域
委

託
を
考
え
て
い
る
が
ど
う
か
。

３
年
前
に
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
専
門
家
か
ら
の

指
導
の
も
と
、
部
活
動
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
な

っ
た
。
ま
た
、
中
学
校
全
校
に
部
活
動
外
部
指
導
員
21
名

を
配
置
し
、
効
果
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
体
制
を
継
続
し

て
い
く
。

代
表
質
問

一
括
質
問

自
民
党
こ
ま
つ
　

川
崎　

順
次
（
か
わ
さ
き 

じ
ゅ
ん
じ
） 

議
員

こ
の
12
年
間
企
業
誘
致
が
１
社
も
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
す
べ
て
だ
!!
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12月 定 例 会

1

代表質問 会派自民

灰田 昌典

議員

◦ コロナ禍における市税の見通しと対応

について

◦ 北陸新幹線敦賀開業時期に関する延長

論議について

◦ 安宅新地区土地区画整理事業について

◦ 今後の社会資本整備（公共事業）と観光

政策について

◦ これまでの市政運営と今後について

8
ペ
ー
ジ

2

代表質問 自民党こまつ

川崎 順次

議員

◦ 今は首長を見比べる時代

◦ コロナ対策について

◦ 来年度の市税収入見込みは

◦ 下水道事業について

◦ 部活動の地域委託について

9
ペ
ー
ジ

3
竹田 良平

議員

◦ 障がい者があんしんして暮ら

せる社会

◦ 空き家への対応

◦ 体育館等、公共施設における

スマートロックの活用

◦ スマートフォン普及への取組

11
ペ
ー
ジ

4
岡山 晃宏

議員

◦ 長期的な鳥獣対策について

◦ スマートフォンを活用した市

民サービス向上について

◦ 木場潟の流し舟について

◦ 小松大学生のキャンパスライ

フの充実について

11
ペ
ー
ジ

5
東　浩一

議員

◦ 松東みどり学園の教育環境と

オープンキャンパスの結果は

◦ 農林業でのドローン活用は

◦ 里山地域の拠点連携について

◦ 危険空き家について

12
ペ
ー
ジ

6
吉田 寛治

議員

◦ 小松市の知の拠点としての施

設の必要性について

12
ペ
ー
ジ

7
梅田 利和

議員

◦ 消防防災対応の全体像におけ

る位置付け

13
ペ
ー
ジ

8
橋本 米子

議員

◦ 核兵器禁止条約の発効につ
いて

◦ コロナウイルス感染の「第３

波」に備えた対策強化につい

て

13
ペ
ー
ジ

9
杉林 憲治

議員

◦ 行財政改革の成果は

◦ 持続可能な財政運営の方策

14
ペ
ー
ジ

10
木下 裕介

議員

◦ 子宮頸がん予防ワクチン

◦ 開かれた教科書採択を

◦ 末広陸上競技場の照明につ

いて

14
ペ
ー
ジ

11
吉村 範明

議員

◦ 小児慢性特定疾病児及び医

療的ケア児の支援について

 ・施設について

 ・支援、サービスについて

 ・ 学校等のサポート体制について

15
ペ
ー
ジ

12
吉本 慎太郎

議員

◦ 公立小松大学の就職支援に

ついて

◦ 「リモート」観光と「リアル」

観光

15
ペ
ー
ジ

13
片山 瞬次郎

議員

◦ 公立小松大学・大学院の設置は

◦ コロナ禍でのＩＣＴ活用

◦ 防災力向上のための地域で

の防災意識・教育は

◦ 不妊治療・不育治療について

16
ペ
ー
ジ

14
円地 仁志

議員

◦ 木曽町地域優良賃貸住宅整

備事業

◦ 安宅新地区土地区画整理事

業における道路の４車線化に

ついて

16
ペ
ー
ジ

15
宮川 吉男

議員

◦ 市長選挙と感染対策について

◦ ８０２０運動推進について

◦ 石川県立小松屋内水泳プー

ルの利用について

17
ペ
ー
ジ

一括質問

一問一答

15人が

質問しました。
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緩
衝
帯
等
の
里
山
整
備
に
つ
い
て
。

こ
ま
つ
ク
マ
出
没
防
止
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
里
山
進
入
防
止
ラ
イ
ン

の
構
築
や
捕
獲
お
り
の
I
C
T
化
を
盛
り

込
む
。
ま
た
、
放
置
林
や
緩
衝
帯
の
整

備
は
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
だ
け
で
な
く
、

森
林
環
境
譲
与
税
も
活
用
す
る
。

エ
サ
不
足
へ
の
対
応
は
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
植
樹
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
森
林
環

境
譲
与
税
も
活
用
し
森
林
の
再
造
林
の
促

進
、
餌
と
な
る
広
葉
樹
の
植
栽
や
熊
が
す

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
必
要
な
森
林
環

境
整
備
を
行
う
。
ま
た
費
用
の
一
部
は
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
既
に
全
国
か
ら
多

数
の
方
に
御
賛
同
頂
い
て
い
る
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

L
I
N
E
ア
プ
リ
の
活
用
拡
大
に

つ
い
て
。

こ
れ
ま
で
目
的
に
合
っ
た
様
々

な
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
き
た
が
、

L
I
N
E
も
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
捉

え
、
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
注
意
を

払
い
、
最
適
な
市
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。高

齢
者
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
。

ス
マ
ホ
相
談
室
を
実
施
す
る
団
体

に
“
こ
ま
つ
1
0
0
ク
ラ
ブ
”
の

助
成
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
既
に
地
域
独

自
で
Ｉ
Ｔ
推
進
員
等
の
役
割
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
る
所
も
あ
り
高
齢
者
も
含

め
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

◆
木
場
潟
の
流
し
舟
に
つ
い
て

ル
ー
ト
変
更
や
太
陽
光
発
電
モ
ー
タ

ー
利
用
等
、
来
年
度
の
運
航
内
容
は
。

4
月
か
ら
民
間
に
委
託
し
、
1
日
3

便
に
増
や
す
。
運
航
ル
ー
ト
拡
大
や

動
力
を
用
い
た
運
航
に
関
し
て
は
人
材
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
将
来
的
な
課
題
と
す
る
。

◆
小
松
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
充
実
に
つ
い
て

授
業
の
空
き
時
間
の
居
場
所
の
確

保
に
つ
い
て
。

大
学
以
外
に
も
専
用
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
が
5

軒
あ
り
、
他
に
も
こ

ま
つ
の
杜
や
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
等
、
今

後
も
駅
周
辺
を
“
学
び
”
を
テ
ー
マ
に
、

さ
ら
に
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
。

◆
障
が
い
者
が
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら

せ
る
社
会

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
、
障
が
い
者

の
新
し
い
働
き
方
を
ど
う
進
め
て

い
く
か
。障

が
い
の
あ
る
方
が
長
期
に
わ
た

っ
て
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
や
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
生
活
様
式
を
意

識
し
た
リ
モ
ー
ト
用
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
等

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

新
し
い
生
活
様
式
も
踏
ま
え
た
第

7
期
障
が
い
者
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
は
。

住
民
同
士
に
よ
る
支
え
合
い
活
動

の
推
進
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
と

重
症
化
予
防
の
取
組
の
推
進
、
社
会
的
孤

立
を
防
ぐ
重
層
的
で
切
れ
目
の
な
い
相
談

支
援
体
制
の
構
築
等
を
入
れ
、
今
年
度
中

に
計
画
策
定
を
終
え
る
。

◆
空
き
家
へ
の
対
応

空
き
家
有
効
活
用
家
賃
補
助
金
に

つ
い
て
、
借
主
が
法
人
の
場
合
も

補
助
金
の
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
。

法
人
と
一
言
で
言
っ
て
も
様
々
な

企
業
が
あ
り
、
今
後
対
象
に
向
け

て
前
向
き
に
業
種
や
条
件
を
検
討
し
、
令

和
３
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

◆
体
育
館
等
、
公
共
施
設
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
活
用

鍵
当
番
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
加
え
、
災
害
時
の
避
難
所
開

設
の
際
も
有
効
で
は
な
い
か
。

学
校
施
設
に
お
い
て
避
難
所
開
設

時
に
は
体
育
館
だ
け
で
な
く
、
要

配
慮
者
の
た
め
の
教
室
の
利
用
や
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
感
染
予
防
エ
リ
ア
の
設
置
等
が

必
要
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
は
生
か

さ
れ
に
く
い
と
考
え
る
。

施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
と
し
て
活

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
は
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
や
管
理
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、

予
約
シ
ス
テ
ム
と
の
一
体
的
な
運
用
も
含

め
て
、
利
用
・
管
理
の
双
方
の
形
態
に
あ

っ
た
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
へ
の
取
組

ス
マ
ホ
教
室
の
実
施
等
、
デ
ジ
タ
ル

格
差
を
減
ら
す
た
め
の
対
応
は
。

現
在
、
携
帯
電
話
通
信
会
社
や
市

立
公
民
館
、
民
間
団
体
等
が
教
室

等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
通
信
会
社
と
連
携
し
積
極
的
に
教
室

の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。

竹
田　

良
平
（
た
け
だ 

り
ょ
う
へ
い
）
議
員

障
が
い
者
が
あ
ん
し
ん
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
等 

4
項
目

一
括
質
問

岡
山　

晃
宏
（
お
か
や
ま 

あ
き
ひ
ろ
）
議
員

長
期
的
な
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

一
括
質
問
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市政 Ｑ＆Ａ一般質問

小
松
市
の
図
書
館
は
、
計
画
の
あ

る
内
灘
の
図
書
館
が
設
立
さ
れ
る

と
、
県
で
一
番
古
い
図
書
館
と
な
る
。
図

書
館
建
築
に
お
け
る
権
威
で
あ
る
先
生
は

小
松
の
図
書
館
を
見
て
、
「
今
の
状
態
は

本
の
物
置
で
あ
る
」
と
評
し
た
。
狭
さ
や

本
の
収
容
能
力
の
限
界
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
。
公
会
堂
は
昭
和
34
年
の
戦
後
間
も

な
く
の
建
設
。
大
ホ
ー
ル
の
使
用
状
況
は

一
昨
年
１
０
５
回
で
あ
り
、
約
80
％
が
高

校
生
の
使
用
。
使
用
料
は
一
回
の
定
期
演

奏
会
で
練
習
を
含
め
30
万
～
90
万
と
い
う

高
額
。
一
方
、
能
美
市
の
タ
ン
ト
で
は
無

料
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
は
日
常
生
活
の
中
に

美
術
文
化
を
提
供
し
、
市
民
生
活
の
質
を

高
め
る
た
め
に
非
常
に
大
切
な
場
だ
。
博

物
館
、
本
陣
美
術
館
も
訪
問
者
は
年
間
約

五
千
人
～
六
千
人
で
あ
り
低
い
数
字
で
あ

る
。
ど
の
施
設
も
駐
車
場
が
不
便
す
ぎ
る
。

以
前
、
小
松
市
の
知
の
拠
点
は
芦
城
公

園
周
り
で
あ
る
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
が
、

現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
複
合
施

設
の
必
要
性
を
市
長
に
問
う
。

　

最
後
に
、
読
書
の
喜
び
に
目
覚
め
た
70

歳
の
女
性
の
投
稿
に
つ
い
て
。
「
母
親
か

ら
、
漫
画
で
も
い
い
か
ら
読
む
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
」
「
長
い
年
月
が
過
ぎ
、

家
の
近
所
に
の
の
い
ち
カ
レ
ー
ド
が
オ
ー

プ
ン
し
図
書
館
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
」
「
読
書
と
散
歩
が
日
課
に
な
り
、
本

を
読
む
楽
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
母
親
の

言
っ
て
い
た
こ
と
を
今
、
や
っ
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
」

全
国
的
に
財
政
の
見
通
し
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
税
収
の
減
、
少
子
・

超
長
寿
に
よ
る
社
会
保
障
関
連
の
増
等
、

厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。

　

本
市
で
は
公
共
施
設
の
維
持
管
理
は
、

計
画
的
な
修
繕
、
改
修
に
よ
る
予
防
保
全

に
主
眼
を
置
く
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
あ
り
、
更
新
に
よ
る
多
額
の
経
費
を
抑

え
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。
７
つ
の

文
化
施
設
が
集
約
す
る
芦
城
公
園
は
、
歴

史
と
文
化
が
融
合
す
る
、
憩
い
と
教
養
の

場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
市
制
80

周
年
を
記
念
し
、

各
館
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
た
が
多
く
の
市
民
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
音
楽
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
支
援
す
る
未
来
へ
つ
な
ぐ
音

楽
振
興
事
業
に
よ
り
、
実
際
に
高
校
の
定

期
演
奏
会
の
会
場
使
用
料
等
経
費
を
応
援

し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
し
か
な
い
複
合
的
な
体
験
、
交

流
の
場
を
提
供
し
、
小
松
の
文
化
ゾ
ー
ン

を
目
指
す
。

松
東
み
ど
り
学
園
の
教
育
環
境
と

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
結
果
は
。

地
域
の
方
々
、
小
中
学
校
の
保
護

者
約
２
０
０
名
、
説
明
会
に
は
広

域
通
学
希
望
者
、
そ
し
て
児
童
生
徒
約

３
０
０
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
特
色
的

な
教
育
活
動
で
は
、「
一
年
生
か
ら
英
語

活
動
」「
五
年
生
か
ら
英
語
、
理
科
で
教

科
担
任
制
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
授
業
設
計
、

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
、
外
部
人
材
と
の

連
携
」「
五
年
生
か
ら
部
活
動
参
加
可
能
」

等
で
、
最
大
の
特
色
は
、
九
年
間
一
貫
し

た
教
育
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

農
林
業
で
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
は
。

ド
ロ
ー
ン
を
始
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
等
の
先
端
技
術
は
、
更

な
る
活
用
範
囲
の
広
が
り
や
、
技
術
向
上

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
方
針
と
し
て

は
、
農
林
業
の
核
と
な
る
Ｊ
Ａ
小
松
市
、

か
が
森
林
組
合
を
中
心
に
連
携
、
チ
ー
ム

を
組
ん
で
大
規
模
な
法
人
か
ら
、
個
人
ま

で
幅
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

構
築
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

里
山
地
域
の
拠
点
連
携
に
つ
い
て
。

里
山
全
体
が
つ
な
が
り
、
経
済
・

社
会
・
環
境
分
野
で
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、
こ
ま
つ

里
山
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
倶
楽
部
を
設
立
。
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
生

か
し
古
民
家
再
生
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
拠
点
づ
く
り
を
進
め
、

拠
点
地
域
内
で
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
運

用
等
、
二
次
交
通
を
検
討
し
、
将
来
的
に

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
等
シ
ー
ム
レ
ス

化
を
図
り
、
ス
マ
ー
ト
里
山
ビ
レ
ッ
ジ
を

目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

危
険
空
き
家
に
つ
い
て
。

老
朽
化
で
危
険
な
空
き
家
は
、
空

き
家
審
議
会
で
20

件
を
特
定
空
き

家
と
認
定
し
て
い
る
。
解
体
補
助
制
度
の

上
限
は
30
万
円
で
す
が
、
影
響
度
や
、
色
々

な
公
共
の
秩
序
が
妨
げ
ら
れ
る
等
、
顕
著

な
場
合
は
、
そ
の
費
用
補
助
に
つ
い
て
も

柔
軟
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

吉
田　

寛
治
（
よ
し
だ 

か
ん
じ
）
議
員

小
松
市
の
知
の
拠
点
と
し
て
の

施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

一
括
質
問

東　

浩
一
（
ひ
が
し 

こ
う
い
ち
）
議
員

松
東
み
ど
り
学
園
・
ス
マ
ー
ト
農
林
業
・

里
山
の
活
性
化
・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

一
括
質
問


